
  
 

 

   
 

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

会
長 

藤
井 

吉
彌 

 

こ
れ
か
ら
の
十
年
の
ス
タ
ー
ト
に
あ
た
り 

 

昭
和
五
十
五
年
に
志
賀
直
哉
邸
跡
保
存
を
求
め
る
有
志
の

活
動
か
ら
始
ま
っ
た
当
会
は
地
域
に
根
差
し
た
文
化
を
市
民

の
皆
様
と
と
も
に
大
切
に
し
て
い
く
と
い
う
理
念
の
元
に
着
実

に
活
動
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

 

三
十
周
年
の
昨
年
は
当
会
の
活
動
に
新
し
い
波
が
起
こ
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。
あ
び
こ
楽
校
、
市
民
フ
ェ
ア
等
市
民
団
体
を

統
合
し
た
活
動
の
展
示
の
場
で
「我
孫
子
の
偉
人
」を
テ
ー
マ
に

取
り
上
げ
、
パ
ネ
ル
を
作
り
、
展
示
会
で
説
明
を
重
ね
ま
し

た
。 我

孫
子
は
掘
れ
ば
出
て
く
る
埋
蔵
文
化
財
の
他
に
、
柳
田

國
男
、
岡
田
武
松
、
井
上
二
郎
（以
上
仮
命
名
・布
佐
の
三
傑
）、

血
脇
守
之
助
、
嘉
納
治
五
郎
、
飯
泉
喜
雄
、
杉
村
楚
人
冠
、
柳

宗
悦
な
ど
顕
在
化
し
た
「人
的
文
化
財
」に
も
大
変
恵
ま
れ
て

い
ま
す
。 

今
回
の
展
示
会
で
見
学
の
方
の
「岡
田
武
松
と
い
う
人
の
名

前
は
よ
く
聞
く
け
ど
、
こ
れ
を
見
て
、
ど
ん
な
人
か
初
め
て
分

か
っ
た
」と
い
う
声
が
文
化
を
守
る
こ
と
の
原
点
を
教
え
て
く

れ
ま
し
た
。 

ま
た
定
例
行
事
で
あ
る
史
跡
文
学
散
歩
で
も
、
多
く
の
方

の
参
加
を
頂
き
、
地
元
の
偉
人
の
事
績
を
訪
ね
ま
し
た
。
手
賀

沼
公
園
に
あ
る
大
き
な
石
碑
だ
け
で
は
分
か
ら
な
い
血
脇
守

之
助
の
業
績
が
東
京
歯
科
大
学
を
訪
れ
て
、
よ
く
理
解
出
来

ま
し
た
。 

 

相
島
芸
術
文
化
村
の
井
上
家
住
宅
で
は
、
昨
年
末
か
ら
未

整
理
の
古
い
家
財
や
文
書
の
整
理
が
再
開
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

中
に
第
十
二
代
当
主
井
上
二
郎
の
東
京
帝
大
土
木
科
在
学
中

の
学
習
ノ
ー
ト
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
見
た
と
き
私
は
万
年

筆
で
書
か
れ
た
英
語
、
日
本
語
、
数
学
方
程
式
等
の
あ
ま
り
の

見
事
さ
に
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。
井
上
二
郎
の
素
晴
ら
し
い

干
拓
事
業
成
功
の
ル
ー
ツ
は
こ
の
よ
う
な
地
道
な
勉
学
の
積
み

上
げ
の
上
に
な
さ
れ
た
こ
と
が
理
解
で
き
ま
し
た
。 

ま
た
我
孫
子
市
の
小
学
生
の
副
読
本
に
数
人
の
文
化
勲
章

を
も
ら
っ
た
偉
人
が
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
と
は

別
の
単
元
で
干
拓
の
功
労
者
と
し
て
井
上
二
郎
が
出
て
い
ま

す
。
子
供
は
こ
れ
を
習
え
ば
井
上
二
郎
が
ど
ん
な
人
か
す
ぐ

覚
え
ま
す
が
、
大
人
に
は
情
報
が
無
く
、
我
孫
子
市
民
の
多
く

の
人
は
布
佐
相
島
の
関
連
の
人
く
ら
い
の
認
識
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
情
報
ギ
ャ
ッ
プ
に
よ
る
市
民
の
認
識
を
補
う
こ
と
も
文
化

を
守
る
一
環
と
し
て
進
め
て
参
ろ
う
と
思
い
ま
す
。 

 

三
谷
名
誉
会
長
に
は
昨
年
一
年
間
に
亘
り
、
「我
孫
子
の
歴

史
と
文
化
」と
題
し
縄
文
以
後
の
我
孫
子
の
通
史
を
語
っ
て
頂

き
ま
し
た
。
こ
の
中
に
ひ
も
と
く
べ
き
我
孫
子
の
文
化
は
ほ
と

ん
ど
ち
り
ば
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
に
目
を
凝
ら
す
こ
と

に
よ
り
、
「文
化
を
守
る
」と
い
う
こ
と
が
何
を
す
る
こ
と
か
が

見
え
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
（当
会
三
十
年
史
に
掲
載
予
定
） 

 

私
達
の
会
は
「文
化
」に
興
味
を
持
つ
素
人
の
集
ま
り
で
す
。

多
く
の
専
門
的
知
識
を
持
っ
た
素
人
も
い
ら
っ
し
ゃ
れ
ば
全
く

の
素
人
も
お
ら
れ
ま
す
。
定
例
行
事
の
「史
跡
文
学
散
歩
」、

「
放
談
く
ら
ぶ
」
の
他
に
、
こ
れ
は
「我
孫
子
の
文
化
だ
」と
思

う
こ
と
が
あ
れ
ば
そ
れ
を
楽
し
む
た
め
に
仲
間
を
作
り
、
話

を
す
る
場
と
し
て
「プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
設
け
て
い
ま
す
。
文
化

を
楽
し
む
素
材
に
こ
れ
ほ
ど
恵
ま
れ
て
い
る
地
域
も
珍
し
い
と

思
い
ま
す
。
是
非
会
員
の
皆
さ
ん
同
士
で
文
化
を
味
わ
い
尽
く

す
活
動
を
進
め
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

今
年
も
我
孫
子
の
持
つ
文
化
を
少
し
ず
つ
味
わ
い
楽
し
む
活

動
に
皆
さ
ん
と
共
に
邁
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

新
年
会
開
催
の
お
知
ら
せ 

 
 

今
年
も
会
員
の
皆
様
と
と
も
に
左
記
の
内
容
で
新
年
会
を

開
催
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

日
時 

１
月
９
日
（日
）午
後
４
時
よ
り 

場
所 

「海
華
」（我
孫
子
駅
前
千
葉
銀
行
駐
車
場
隣
） 

会
費 

２
５
０
０
円 

申
込
み 

越
岡
（７
１
８
４
）２
０
４
７
迄
（１
月
５
日
締
切
） 

「
川
瀬
巴
水
木
版
画
展
」
に
つ
い
て 
 

～
我
孫
子
の
文
化
を
守
る
会
も
中
心
的
立
場
で
協
力
～ 

期
間 

３
月
１８
日
（金
）～
２３
日
（木
） 

時
間 

午
前
１０
～
午
後
７
時 

場
所 

我
孫
子
市
民
プ
ラ
ザ
・ギ
ャ
ラ
リ
ー 

入
場
料 

６
０
０
円 

前
売
り
５
０
０
円
（会
期
中
、
本
人
に
限

り
何
度
で
も
入
場
で
き
る
） 

展
示
作
品 

川
瀬
巴
水
の
木
版
画
「手
賀
沼
」の
大
半
は
海
外

流
出
や
戦
火
で
失
わ
れ
た
た
め
、
永
い
間
『幻
の
版
画
』と
な
っ

て
い
た
。
今
回
は
そ
の
貴
重
な
木
版
画
「手
賀
沼
」を
制
作
す

る
基
に
な
っ
た
巴
水
自
身
の
ス
ケ
ッ
チ
と
と
も
に
巴
水
の
代
表

作
品
や
東
葛
地
域
に
関
連
す
る
作
品
な
ど
約
１
０
０
余
点
が

展
示
さ
れ
る
。 

イ
ベ
ン
ト 

会
期
中
、
「リ
ン
ボ
ウ
先
生
」と
し
て
も
有
名
な
作

家
・林
望
氏
の
講
演
や
江
戸
木
版
画
摺
師
に
よ
る
木
版
画
摺

り
の
実
演
、
ま
た
「な
ん
で
も
鑑
定
団
」に
出
演
し
て
い
る
渡
邊

章
一
郎
氏
（渡
邊
木
版
美
術
画
舗
社
長
）の
講
演
を
予
定
。 

当
会
の
三
谷
和
夫
氏
、
越
岡
禮
子
氏
も
そ
れ
ぞ
れ
鈴
木
昇
氏

（ギ
ャ
ラ
リ
ー
ヌ
ー
ベ
ル
代
表
）と
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
に
登
壇
す

る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
る
。
当
会
と
し
て
は
協
力
団
体
の
な
か
で

も
中
心
的
立
場
で
こ
の
版
画
展
に
協
力
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
（具
体
的
に
は
会
期
中
の
受
付
、
会
場
係
り
要
員
の
提
供
）。 

（川
瀬
巴
水
（か
わ
せ
は
す
い
）
） 

明
治
１６
年
、
東
京
都
芝
区
（現
港
区
）に
糸
組
物
（組
紐
）

職
人
・庄
兵
衛
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。
１４
歳
の
時
、
川
端

玉
章
門
下
で
日
本
画
を
学
ぶ
。
２５
歳
で
父
親
の
家
業
を
継
ぐ

が
画
家
に
な
る
夢
を
諦
め
き
れ
ず
、
２７
歳
で
鏑
木
清
方
の
門

を
叩
く
が
洋
画
家
の
道
を
進
め
ら
れ
た
。
し
か
し
洋
画
の
世
界

で
は
挫
折
を
経
験
し
２７
歳
の
時
、
一
度
は
入
門
を
断
ら
れ
た

鏑
木
清
方
に
再
度
入
門
を
申
し
出
て
許
さ
れ
る
と
２
年
の
修

行
を
経
て
「巴
水
」の
画
号
を
与
え
ら
れ
た
。 

そ
の
後
、
巴
水
は
衰
退
し
た
日
本
の
浮
世
絵
版
画
を
復
興

す
べ
く
新
し
い
浮
世
絵
版
画
で
あ
る
新
版
画
を
確
立
、
近
代
風

景
版
画
の
第
一
人
者
と
し
て
日
本
各
地
を
旅
行
し
旅
先
で
写

生
し
た
絵
を
原
画
と
し
た
版
画
作
品
を
数
多
く
発
表
。
日
本

的
な
美
し
い
風
景
を
叙
情
豊
か
に
表
現
し
「昭
和
の
広
重
」な

ど
と
呼
ば
れ
る
。
国
内
よ
り
も
む
し
ろ
海
外
で
の
評
価
が
高
く
、

葛
飾
北
斎
・歌
川
広
重
と
と
も
に
「３
Ｈ
」と
称
さ
れ
る
。 

１ 平成２３年１月１日                我孫子の文化を守る会                         第１３１号 

あ
び
こ
の
文
化 

 

 
発行人 
藤井 吉彌 
我孫子市寿 
２－２１－２３ 
０４（７１８５） 
   １９９６ 
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プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
状
況
報
告 

 
「小
中
学
生
に
対
す
る
教
育
・啓
発
活
動
」 

（そ
の
１
） 

 
 

出
前
講
座
に
て
「我
孫
子
・布
佐
ゆ
か
り
の
偉
人
」を
講
義 

  

ふ
さ
の
風
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
小
林
和
彦
代
表
）
か
ら
、

あ
び
こ
楽
校
協
議
会
を
通
じ
て
当
会
が
登
録
し
て
い
る
出
前

講
座
に
対
し
て
出
講
の
要
請
が
あ
り
、
去
年
の
十
月
二
十
四

日
（
日
）
午
後
、
近
隣
セ
ン
タ
ー
ふ
さ
の
風
で
伊
藤
一
男
副
会

長
と
菅
野
哲
哉
会
員
が
約
二
時
間
の
講
義
を
行
っ
た
。 

 

講
義
内
容
は
、
布
佐
の
三
傑
と
謳
わ
れ
る
岡
田
武
松
（気
象

学
者
）、
柳
田
國
男
（民
俗
学
者
）お
よ
び
井
上
二
郎
（相
島
新

田
開
拓
者
）に
つ
い
て
、
人
物
の
概
要
や
年
譜
な
ど
を
説
明
し
、

彼
ら
が
少
年
時
代
ど
の
よ
う
な
教
育
を
受
け
、
な
ぜ
こ
の
道

に
進
ん
だ
の
か
、
長
じ
て
ど
の
よ
う
な
業
績
を
あ
げ
た
か
、
ま

た
我
孫
子
・布
佐
の
風
土
と
ど
の
よ
う
に
か
か
わ
っ
た
か
に
つ
い

て
話
を
し
た
。
因
に
、
こ
の
三
人
の
偉
人
は
ほ
ぼ
同
年
代
で
、
学

科
は
異
な
る
が
、
い
ず
れ
も
東
京
大
学
で
学
ん
で
お
り
、
青
少

年
時
代
か
ら
お
互
い
に
親
交
を
結
ん
で
い
た
と
い
わ
れ
る
。 

 

聴
講
者
は
約
五
十
人
で
、
熱
心
に
聴
い
て
く
れ
る
人
々
の
姿

に
接
し
、
布
佐
地
区
の
住
民
の
郷
土
史
に
対
す
る
知
識
欲
の

旺
盛
さ
を
実
感
し
た
。
ま
た
、
寄
せ
ら
れ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

に
よ
れ
ば
、
講
義
の
内
容
お
よ
び
資
料
と
も
好
評
で
あ
り
、
今  

後
、
こ
の
種
の
講
座
は
当
会
か
ら
講
師
を
出
し
て
欲
し
い
と
の

要
望
が
出
さ
れ
た
こ
と
は
喜
ば
し
い
限
り
で
あ
る
。 

（報
告
者
：伊
藤
一
男
） 

 

（そ
の
２
） 

 

あ
び
こ
楽
校
出
前
講
座
・オ
ー
プ
ン
デ
ー
の
展
示
・説
明
会
に

参
加 

  

あ
び
こ
楽
校
協
議
会
（教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
が
担
当
）

で
は
、
生
涯
学
習
を
始
め
る
人
を
応
援
し
、
学
び
の
広
が
り
を

つ
く
る
な
ど
の
生
涯
学
習
機
会
を
提
供
す
る
た
め
、
か
ね
て
よ

り
「生
涯
学
習
出
前
講
座
」を
実
施
し
て
い
る
。
こ
の
生
涯
学
習

出
前
講
座
を
市
民
に
周
知
す
る
と
と
も
に
利
用
促
進
の
た
め

の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
去
年
十
二
月
十
二
日
（日
）、
ア
ビ
ス
タ
に

お
い
て
「出
前
講
座
オ
ー
プ
ン
デ
ー
」が
行
わ
れ
た
。 

 

当
会
（担
当
：飯
高
美
和
子
幹
事
）は
、
本
協
議
会
か
ら
の
参

加
要
請
を
受
け
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「小
中
学
生
に
対
す
る
教

育
・啓
発
活
動
」が
参
加
し
、
出
前
講
座
に
登
録
し
て
い
る
「親

子
で
学
ぶ
我
孫
子
ゆ
か
り
の
偉
人
」に
つ
い
て
の
展
示
と
説
明

を
行
っ
た
。
な
お
今
回
の
行
事
は
別
グ
ル
ー
プ
の
企
画
「偉
人

た
ち
の
足
跡
を
訪
ね
る
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
」と
連
携
す
る
形
で

行
わ
れ
、
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
の
案
内
役
は
当
会
の
越
岡
禮
子
副

会
長
が
担
当
し
た
。 

 

ま
ず
予
告
行
事
と
し
て
、
十
一
月
二
十
日
か
ら
三
十
日
ま

で
、
ア
ビ
ス
タ
第
三
お
よ
び
第
四
学
習
室
前
の
展
示
用
ガ
ラ
ス

ケ
ー
ス
内
に
ゆ
か
り
の
偉
人
（嘉
納
治
五
郎
、
血
脇
守
之
助
、

杉
村
楚
人
冠
、
柳
宗
悦
、
志
賀
直
哉
、
岡
田
武
松
、
柳
田
國 

男
、
井
上
二
郎
）の
説
明
パ
ネ
ル
を
展
示
し
た
。 

 

（写
真
１
） 

 

本
番
の
十
二
月
十
二
日
（日
）に
は
、
ア
ビ
ス
タ
第
四
学
習
室

に
お
い
て
上
記
偉
人
に
関
す
る
資
料
や
写
真
な
ど
を
展
示
し
、

参
観
に
訪
れ
た
小
中
学
生
や
一
般
市
民
に
説
明
し
た
。 

 
展
示
の
内
容
は
、
偉
人
た
ち
の
生
い
立
ち
や
受
け
た
教
育
、

な
ぜ
こ
の
道
に
進

ん
だ
の
か
を
展

示
・説
明
す
る
も

の
で
あ
り
、
訪
れ

た
小
中
学
生
や

そ
の
親
御
さ
ん

た
ち
に
こ
れ
か
ら

の
教
育
の
あ
り
方

や
そ
れ
ぞ
れ
の

進
路
に
つ
い
て
少

し
で
も
参
考
に

供
す
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
と
の
思
い

が
込
め
ら
れ
た

も
の
で
あ
っ
た
。

展
示
方
法
と
し

て
は
、
約
三
十
枚
の
パ
ネ
ル
と
ビ
ラ
お
よ
び
偉
人
に
関
す
る
著

作
物
を
準
備
し
、
来
場
者
に
対
し
て
担
当
係
員
が
そ
れ
ぞ
れ

説
明
を
行
っ
た
。
（担
当
は
伊
藤
一
男
副
会
長
、
美
崎
大
洋
副

会
長
、
飯
高
美
和

子
幹
事
）  

 

（写
真
２
） 

 

当
日
の
来
場
者
数

は
約
五
十
名
で
予

想
を
下
回
っ
た
が
、

小
学
生
の
な
か
に
は

学
校
の
副
読
本
を

通
じ
て
ゆ
か
り
の
偉

人
の
こ
と
を
よ
く
知

っ
て
い
る
者
も
い
て
、

熱
心
に
見
学
し
て
い

た
姿
に
は
感
動
を

覚
え
た
。 

（
報
告
者
：
伊
藤
一

男
） 

 

（（
投投
稿稿
））
我
孫
子
風
致
会
の
こ
と 

 
 

吉
澤 

淳
一 

本
年
三
月
十
八
日
～
二
十
三
日
「川
瀬
巴
水
木
版
画
展
」

が
我
孫
子
市
民
プ
ラ
ザ
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
当
会
も
実
行
委

員
会
の
コ
ア
メ
ン
バ
ー
と
し
て
協
力
し
て
い
ま
す
。
そ
の
展
覧
会

で
は
、
昭
和
五
年
の
美
し
い
手
賀
沼
の
作
品
を
鑑
賞
す
る
事
が

出
来
ま
す
。
そ
の
手
賀
沼
が
今
日
在
る
を
思
う
時
、
杉
村
楚

人
冠
が
立
ち
上
げ
た
「手
賀
沼
保
勝
会
」の
、
干
拓
阻
止
の
活

動
に
心
を
打
た
れ
ま
す
。
手
賀
沼
を
愛
す
る
そ
の
思
い
は
や

が
て
「我
孫
子
風
致
会
」に
引
き
継
が
れ
た
と
聞
い
て
お
り
ま

す
。
私
は
「我
孫
子
の
景
観
を
育
て
る
会
」に
も
入
会
し
て
い
て
、

そ
の
会
で
は
「我
孫
子
風
致
会
」に
つ
い
て
、
何
人
か
の
方
々
に

お
話
を
う
か
が
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
本
件
に
つ
い
て
お
わ
か

り
の
方
、
或
い
は
知
っ
て
い
そ
う
な
方
を
ご
紹
介
い
た
だ
け
る

方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
ご
一
報
く
だ
さ
い
。 

電
話 

０
４
（７
１
８
４
）２
８
５
６ 

                          我孫子の文化を守る会                                 ２ 



第
１００
回
史
跡
文
学
散
歩
（
報
告
） 

「（
郷
土
の
）
三
偉
人
ゆ
か
り
の
史
跡
を
訪
ね
る
」 

                                
 

 
 

 

田
村 

操 

 

１１
月
２５
日
９
時
、
我
孫
子
駅
改
札
に
集
合
。
当
日
は
１６

名
の
参
加
を
得
て
曇
り
空
の
中
、
伊
藤
さ
ん
の
案
内
で
出
発

す
る
。
Ｊ
Ｒ
水
道
橋
東
口
の
改
札
口
を
出
て
、
白
山
通
り
を
講

道
館
の
建
物
に
向
か
う
。
途
中
、
藤
田
東
湖
（水
戸
藩
の
政
治

家
、
水
戸
学
藤
田
派
の
学
者
）の
案
内
板
が
あ
り
、
東
湖
が
安

政
の
大
地
震
の
際
、
母
親
を
守
る
た
め
自
ら
梁
の
下
敷
き
と

な
っ
て
圧
死
し
た
話
を
聞
く 

① 

講
道
館
（嘉
納
治
五
郎
ゆ
か
り
の
地
） 

正
面
玄
関
に
は
柔
道
の
創
始
者
で
あ
り
、
講
道
館
の
創
設

者
で
も
あ
る
嘉
納
治
五
郎
の
大
き
な
か
つ
立
派
な
銅
像
が
あ

っ
た
。
戦
後
建
て
な
お
さ
れ
た
も
の
と
い
う
。
展
示
室
に
は
講

道
館
創
設
以
来
の
写
真
や
、
継
ぎ
接
ぎ
し
た
り
丹
念
に
補
修

し
た
明
治
二
十
年
代
の
柔
道
衣
や
勝
海
舟
が
揮
毛
し
た
と
さ

れ
る
額
な
ど
、
貴
重
な
記
念
の
品
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
８
階
か
ら
広
い
稽
古
道
場
も
覗
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

生
憎
、
道
場
に
は
人
が
見
え
ず
、
稽
古
風
景
は
見
ら
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。
柔
道
人
口
に
つ
い
て
も
今
で
は
フ
ラ
ン
ス
な
ど
に
越

さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
残
念
で
す
。 

② 

東
京
歯
科
大
学
（血
脇
守
之
助
ゆ
か
り
の
地
） 

 

東
京
歯
科
水
道
橋
病
院
（旧
歯
科
大
学
）へ。
正
面
玄
関
の
外

壁
に
は
、
血
脇
守
之
助
と
野
口
英
世
が
並
ん
だ
大
き
な
写
真

が
飾
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

守
之
助
は
我
孫
子
生
ま
れ
で
我
孫
子
尋
常
小
学
校
に
入
学
、

卒
業
。
野
口
英
世
が
守
之
助
を
頼
っ
て
上
京
す
る
と
英
世
の

才
能
を
認
め
た
守
之
助
は
そ
の
後
も
面
倒
を
み
て
、
英
世
の

留
学
費
用
を
出
し
た
ば
か
り
で
な
く
物
心
両
面
の
援
助
者
で

も
あ
り
ま
し
た
。 

③ 

気
象
庁
（岡
田
武
松
ゆ
か
り
の
地
） 

次
の
目
的
地
・気
象
庁
に
向
か
う
途
中
、
野
球
発
祥
の
地
、

震
災
イ
チ
ョ
ウ
、
平
川
御
門
な
ど
の
お
話
も
興
味
深
く
聞
き

ま
し
た
。 

気
象
庁
で
は
ま
ず
社
員
食
堂
で
昼
食
を
済
ま
せ
、
そ
の
後

女
性
職
員
の
案
内
で
ガ
ラ
ス
越
し
に
大
型
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
映
し

出
さ
れ
た
雲
の
動
き
・火
山
・地
震
の
監
視
な
ど
に
つ
い
て
詳
し

い
説
明
が
あ
り
ま
し
た
が
、
常
に
予
報
官
同
士
が
議
論
し
合
っ

た
上
で
、
そ
れ
を
も
と
に
し
た
予
報
を
出
さ
れ
る
と
の
こ
と
で

し
た
。
我
孫
子
市
は
気
象
庁
に
ゆ
か
り
の
深
い
岡
田
武
松
先
生

の
出
身
地
で
す
。
中
央
気
象
台
長
を
務
め
、
文
化
勲
章
を
受

章
さ
れ
ま

し
た
。 

こ
の
後
、

気
象
科
学

館
を
見
学

し
て
２
時
に

現
地
解
散
、

帰
宅
。
万
歩

計
一
万
一

千
歩
で
し

た
。 案

内
図
つ

き
の
詳
細

な
ガ
イ
ド

や
エ
ピ
ソ
ー

ド
つ
き
の
説

明
が
大
変

分
か
り
や

す
く
有
意

義
な
一
日
で
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

    

相
島
芸
術
文
化
村
へ
の
想
い 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

井
上 

千
鶴
子 

 

井
上
家
の
保
存
を
模
索
し
て
い
た
２０
年
前
か
ら
１８
年
の
年
月

を
要
し
ま
し
た
が
、
井
上
家
住
宅
が
国
の
文
化
財
と
し
て
登
録
さ

れ
た
こ
と
で
、
将
来
に
向
け
て
の
保
存
の
可
能
性
が
高
く
な
っ
て

ま
い 

り
ま
し
た
。 

顧
み
ま
す
と
我
孫
子
に
通
う
よ
う
に
な
っ
た
当
座
、
私
は
途
方

も
な
い
塵
の
よ
う
な
宝
の
山
の
前
に
立
ち
す
く
ん
で
い
ま
し
た
。

し
か
し
余
計
な
事
を
考
え
ず
目
の
前
の
物
を
た
だ
が
む
し
ゃ
ら
に

片
付
け
始
め
ま
し
た
。
最
初
に
手
を
つ
け
た
場
所
は
、
今
陶
芸
の

窯
が
同
居
す
る
厨
房
と
釜
や
薪
が
散
乱
し
て
い
た
釜
屋
で
し
た
。 

結
婚
当
初
か
ら
私
は
子
育
て
が
終
わ
っ
た
後
に
は
、
遺
さ
れ
た

墓
山
や
干
拓
の
田
園
の
景
観
、
畑
、
千
間
堤
な
ど
の
ラ
ン
ド
ス
ケ

ー
プ
と
点
在
す
る
歴
史
ス
ポ
ッ
ト
を
一
体
と
し
て
歴
史
を
語
れ
る

相
島
芸
術
文
化
村
の
中
に
保
存
し
た
い
と
願
っ
て
い
ま
し
た
。 

整
理
と
修
復
、
資
金
を
生
む
施
設
づ
く
り
、
同
時
に
様
々
な

文
化
企
画
を
打
ち
出
し
保
存
活
動
を
始
め
て
１５
年
経
っ
た
頃
、

朽
ち
る
の
を
待
つ
し
か
な
い
と
諦
め
か
け
て
い
た
江
戸
倉
が
親
切

な
大
工
さ
ん
の
お
陰
で
応
急
修
理
さ
れ
、
そ
れ
か
ら
井
上
家
の

保
存
を
真
剣
に
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

保
存
を
実
現
す
る
に
は
人
材
確
保
と
資
金
調
達
が
一
番
の
課

題
で
し
た
。
資
金
が
な
い
と
優
秀
な
人
材
が
集
ま
り
ま
せ
ん
。
土
、

日
出
勤
可
能
な
主
婦
や
肉
体
労
働
を
し
て
く
れ
る
男
性
を
探
す

の
は
大
変
で
し
た
が
、
多
方
面
の
専
門
分
野
の
方
々
の
支
援
を
沢

山
頂
き
ま
し
た
。
歴
史
を
積
み
重
ね
た
家
の
徳
を
深
く
感
じ
、
か

つ
皆
様
の
ご
厚
意
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。 

そ
れ
で
も
個
人
で
の
文
化
財
の
保
存
活
動
に
は
経
済
的
に
も

肉
体
的
に
も
限
界
を
感
じ
、
５
年
ほ
ど
前
か
ら
千
葉
県
や
Ｊ
Ｒ
と

の
関
係
を
頼
み
に
活
動
の
輪
を
広
げ
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
反
対
に

負
担
金
や
法
人
化
と
い
う
経
済
的
負
荷
が
増
す
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。 

最
終
的
に
相
島
の
保
存
は
、
２０
年
間
の
運
営
で
積
み
重
ね
た

実
績
、
費
や
し
た
資
金
、
そ
し
て
山
や
水
神
や
干
拓
の
歴
史
遺
産

を
丸
ご
と
寄
附
す
る
こ
と
で
あ
る
と
悟
っ
た
の
で
す
。 

釜
屋
の
片
隅
か
ら
始
め
た
整
理
も
ほ
ぼ
終
わ
り
、
こ
れ
か
ら
は

相
島
の
森
、
井
上
家
住
宅
、
水
神
ギ
ャ
ラ
リ
ー
用
地
な
ど
、
江
戸

干
拓
の
歴
史
を
丸
ご
と
語
れ
る
干
拓
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
夢
を
託
し
、

地
域
づ
く
り
の
中
、
活
気
溢
れ
る
若
者
た
ち
の
仕
事
場
づ
く
り
が

私
の
今
の
夢
で
す
。 

文
化
都
市
我
孫
子
市
の
さ
ら
な
る
発
展
に
は
歴
史
研
究
者
の

方
々
の
地
道
な
努
力
や
文
化
を
守
っ
て
い
こ
う
と
い
う
市
民
の
力

が
必
要
で
す
。
こ
れ
ら
の
力
こ
そ
が
貴
重
な
文
化
遺
産
と
い
え
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
関
係
す
る
方
々
の
活
躍
を
願
っ
て
止
み
ま
せ

ん
。 

 
 
 
 
 
 
 

 

３                              我孫子の文化を守る会 

あ
び
こ
だ
よ
り
４８
号 



湖
畔
六
句 

「
湖
畔
吟
」
三
十
二
人
一
句
よ
り 

 
 
 

佐
藤
昭
市
選 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

マ
ス
ク
し
て
梟
の
眼
と
な
り
に
け
り 

 
 

  
 

 

湯
下 

蛍
二 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

浮
彫
の
竜
勢
ひ
立
つ
寒
九
晴 

 
 

 
 

 
 

  
 

佐
伯 

星
子 

 

寒
蜆
い
た
ら
ぬ
妻
で
通
し
け
り 

 
 

 
 

 
 

 

小
俣
た
か
子 

 
 

遠
く
よ
り
見
ゆ
る
わ
が
家
の
花
辛
夷 

 
   

新
保
ひ
と
よ 

 
 

一
本
杉
枯
野
に
長
き
影
を
曳
く 

 
 

 
 

 
 

光
成 

高
志 

 

青
空
や
眩
し
き
ば
か
り
懸
大
根 

 
 

 
 

 
 

佐
藤 

昭
市 

 

第
１０１
回
史
跡
文
学
散
歩 

「旧
湖
北
村
の
歴
史
を
訪
ね
て
｜
中
里
、
中
峠
を
歩
く
」 

 

昭
和
２２
年
、
周
辺
の
９
ヶ
村
を
合
併
し
て
湖
北
村
が
誕
生
。

我
孫
子
町
を
経
て
昭
和
４５
年
我
孫
子
市
と
な
り
ま
し
た
。 

湖
北
駅
北
口
か
ら
線
路
沿
い
に
歩
き
、
昔
の
面
影
を
残
す

星
野
家
門
や
古
木
、
湖
北
出
身
の
著
名
な
学
者
・中
野
治
房

の
生
家
を
見
て
、
中
里
通
り
を
歩
き
、
天
照
神
社
へ。
成
田
街

道
を
渡
り
、
中
峠
周
辺
に
あ
る
史
跡
や
自
然
を
見
な
が
ら
散

歩
し
ま
す
。
路
傍
の
さ
ま
ざ
ま
な
庚
申
塔
な
ど
か
ら
、
こ
こ
に

住
む
人
々
の
暮
ら
し
を
少
し
顧
み
な
が
ら
、
中
世
の
芝
原
城

址
、
古
刹
の
龍
泉
寺
、
法
岩
寺
、
古
利
根
沼
な
ど
起
伏
の
あ
る

里
山
を
散
策
し
ま
す
。 

１
． 

日 

時
３
月
２７
日
（日
）９
時
～
１２
時
（解
散
予
定
） 

（集
合
時
間
）９
時
（集
合
場
所
）成
田
線
湖
北
駅
改
札
口 

２
．
コ
ー
ス  

北
向
薬
師
堂─

中
野
治
房
宅─

庚
申
堂─

 

天
照
神
社─

中
峠
庚
申
塔
群─

法
岩
寺─

古
利
根
沼 

─

波
除
不
動
尊─

芝
原
城
址─

順
道
塚─

亀
田
谷
防
災

公
園─

龍
泉
寺─

湖
北
駅 

（小
雨
決
行
） 

講
師
・ガ
イ
ド 

 

田
中
由
紀
氏 

参
加
費 

 

会
員 

無
料
、 

非
会
員 

５
０
０
円 

申
し
込
み 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
＆
Ｆ
Ａ
Ｘ 

（七
一
八
四
）二
〇
四
七 

 
 

 
 

 
 

越
岡
ま
で 

（締
め
切
り
） 

３
月
２０
日
（日
） 

今
後
の
行
事
予
定 

□ 

新
年
会 

日
時 

１
月
９
日
（
日
）
午
後
４
時
～ 

場
所 

「
海
華
」（
詳
細
は
１
面
参
照
） 

 

□ 

「
放
談
く
ら
ぶ
」 

日
時 

２
月
６
日
（日
）
１４
時
～
１６
時 

会
場 

ア
ビ
ス
タ
、
第
４
会
議
室
（定
員
２５
人
） 

講
師 

井
上
千
鶴
子
氏 

 

「相
島
芸
術
文
化
村
への
想
い
」 

◎
参
加
費 

会
員
無
料 

非
会
員
三
〇
〇
円 

日
時 

４
月
３
日
（日
）
１４
時
～
１６
時 

会
場 

未
定 

講
師 

福
嶋
正
和
氏 

「明
治
時
代
の
先
進
的
な
女
医
」 

 □ 

川
瀬
巴
水
木
版
画
展 

日
時 

３
月
１８
日
（
金
）
～
２３
日
（
水
） 

場
所 

我
孫
子
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー 
 

□ 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
催
予
定 

「
我
孫
子
の
歴
史
と
文
化
を
楽
し
む
」 

日
時 
２
月
５
日(

土)

１４
時
～
１６
時 

場
所 

東
高
野
山
自
治
会
館
｜
自
由
参
加
歓
迎
｜ 

問
合
せ
先 

三
谷
（七
一
八
三
）一
〇
七
七 

  

「関
東
の
建
築
探
訪
」 

日
時 

３
月
２４
日
（木
） 

場
所 

未
定 

   
   

当
会
の
最
近
の
動
き
（
報
告
、
予
定
） 

散
歩
部
会 

 

１１
月
２５
日
、
史
跡
散
歩
「三
偉
人
ゆ
か
り
の
史
跡
を
訪
ね

る
」参
加
者
１６
名 

手
賀
沼
部
会 

 

１０
月
２
日
（土
） 

手
賀
沼
流
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
「木
下
遊
覧
船

試
乗
会
」 

１０
月
９
日
（土
） 

同
講
演
会
「コ
ウ
ノ
ト
リ
と
共
生
す
る
ま

ち
づ
く
り
」於
、
け
や
き
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル 

１０
月
２４
日
（日
）出
前
講
座
に
て
「我
孫
子
・布
佐
ゆ
か
り

の
偉
人
」を
講
義
。
於
、
近
隣
セ
ン
タ
ー
ふ
さ
の
風 

１１
月
１９
日
（金
）美
手
連
主
催
「印
西
市
北
総
里
山
研
修
会
」 

１２
月
５
日
（日
）ふ
れ
あ
い
清
掃
（統
一
ク
リ
ー
ン
デ
ー
）に

参
加
（我
孫
子
市
側
約
５
０
０
名
） 

１２
月
１２
日
（日
）「出
前
講
座
オ
ー
プ
ン
デ
ー
」に
展
示
開

催
。
於
、
ア
ビ
ス
タ 

研
修
部
会 

 

１０
月
３
日
、
放
談
く
ら
ぶ
「
４０
年
前
の
天
王
台
北
側
の
様

子
と
快
速
電
車
の
１０
年
か
け
た
住
民
運
動
」 

 
 

１２
月
５
日
、
放
談
く
ら
ぶ
「（布
佐
の
鎌
倉
物
語
）そ
の
後

の
展
開
」 

そ
の
他 

 

◎
１０
月
２６
日
、
市
長
と
の
懇
談
会
に
参
加
。 

◎
１１
月
１１
日
、
１２
月
１７
日
、
「川
瀬
巴
水
展
」実
行
委
員

会
に
出
席
。 

◎
「市
民
活
動
フ
ェ
ア
２
０
１
１
」は
６
月
１８
、
１９
日
に
予
定
。 

前
回
ま
で
２
月
末
、
ま
た
は
３
月
初
め
に
開
催
さ
れ
て
い

た
「市
民
活
動
フ
ェ
ア
」は
来
年
度
は
６
月
に
開
催
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。
な
お
６
月
開
催
の
た
め
の
プ
レ
フ
ォ
ー
ラ
ム
を 

２
月
１９
日
（土
）９
時
～
１７
時
、
ア
ビ
ス
タ
に
て
開
催
す
る
。

当
日
は
各
団
体
が
統
一
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
企
画
案
を
発
表
、

Ｐ
Ｒ
す
る
予
定
。 

入
会
会
員
紹
介 

小
川
芳
子
様 

 

  

平成２３年１月１日                     我孫子の文化を守る会                      第１３１号  ４ 

編
集
後
記 

昨
年
の
干
支
は
寅
。
猛
々
し
い
虎
の
よ
う
に
社
会
的
に
も
大

き
な
出
来
事
が
次
々
と
起
こ
り
ま
し
た
。
当
会
に
つ
い
て
は
創
立
３０
年

と
い
う
節
目
を
迎
え
、
過
去
の
１０
年
を
振
り
返
る
機
会
を
も
ち
ま
し

た
。
今
年
は
兎
年
。
折
衷
と
落
ち
着
い
た
説
得
の
時
期
と
東
洋
占
星
術
で

は
出
て
い
ま
す
。
政
治
が
落
ち
着
き
経
済
も
安
定
す
る
こ
と
を
期
待
し

ま
す
。
文
化
を
守
る
会
で
も
郷
土
我
孫
子
に
ど
の
よ
う
な
貢
献
で
き
る

の
か
、
じ
っ
く
り
落
ち
着
い
て
考
え
る
年
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
（美
崎
） 

 

今
年
度
会
費
（二
千
円
）納
入
の
お
願
い
（未
納
の
方
）  

本
会
は
ひ
と
え
に
会
員
皆
様
方
の
会
費
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ

て
い
ま
す
。
郵
便
振
替
口
座
（00190

‐3

‐135476

）『我
孫
子

の
文
化
を
守
る
会 

伊
藤
一
男
』宛
お
振
込
み
く
だ
さ
い
。 


